
 

 
 

見通しを持たせる場面 

T:難しいようなので、みんなで見通しを持ちま 

しょう。 

分数の問題を解くとき、みんなはどのような

ものを使ってきましたか。 

C:面積図が使えそうです。 

 計算のきまりを使えば習った式にできそうで 

す。 

 

T:面積図についておさらいしましょう。 

リットルマス提示（答えの見当） 

１／３㎗で４／５㎡ぬれました。問題文は

１㎗なんだけど、塗れる面積はこれよりも

増えそうですか。減りそうですか。 

C:増えそうです。 

T:面積図をのばしてみましょう。 

 

（既習の学習を使って） 

T:計算のきまりを使えばどの様な形の式にでき

そうですか。 

C:わり算だから、わり算のきまりができそうで 

す。 

分数÷整数、整数÷整数にできそうです。  

 

T:じゃあ、面積図をくばるので自分で色をぬ

り、①もとになる分数がいくつあるかで説明

しましょう。できた人は②計算のきまりを使

って分数÷整数のかたちにできないか考えて

みましょう。 

 
  
本時は、分数÷分数の意味について、面積図

や計算法則を使って計算の仕方を考える場面で
ある。 
分数についての計算の意味や仕方を、言葉、

数、式、図、数直線を用いて考え、説明する活
動を通して、既習の内容を基にしながら数学的
に表現する能力を育てたり、根拠を明らかにし
て論理的に考える態度を伸ばしたりすることが
大切である。 
自力解決する際、見通しを持って、式を図や

言葉と対応させて書かせることにより、自分の
考えを整理する力を育てる。その際、ペアや全
体交流を通じて個々が表現する場、思考を深め
る場を大切にする。 
 また、見通しを持たせる際、「分数÷分数」
を「分数÷整数」「整数÷整数」など既習の式
と関連付けながら自分の言葉でまとめ表現する
ことを大切にする。 

 

 自力解決の場面で、児童の進行状況の把握や

個別支援・ヒントカードの活用などの判断に、

評価が記入できる座席表を用意する。評価には

具体的な式、言葉を明記する。 

 このことにより、ヒントカードや個別支援な

どによりどう自力解決が進んでいるかを把握し

たり、発表の際の参考にしたりすることができ

る。 

授業の具体的展開例 「活用」の力を育てる評価の工夫
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教材・教具 

＜評価例＞ 

Ａ  計算のきまりを使った式と説明  

（÷１にする考え方）（分数÷整数にな

おす）（整数÷整数）（その他） 

Ｂ ＋  計 算 の き ま り を 使 っ た 式

（÷１にする考え方）＜（１／５×

３） 

Ｂ 面積図を使って言葉や式がかけている

（１／５が９個あるから９/５） 

Ｃ 面積図△もしくは言葉が△（ヒントカ

ードで改善は） 

既習の学習の活用 
 

板書例 

面積図

と１㎗ま

すを照ら

し合わせ

て考える

ことで、

答えの見

当をたて

させる。 

「活用」の力を育てる評価の視点

児童が面積図の考え

方や、計算のきまり

を振り返ることがで

きるよう、壁面に学

習の足跡を残した。 

学習の足跡

はこちら 

単元の流れへ  HOME 本時の流れへ評価問題 


